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高等学校家庭科における環境教育の授業実践
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I．はじめに

　21世紀を目前に控え、「環境といかに調和して生きる

か」という問いは、すべての人々が避けて通ることので

きない緊急かつ永続的な課題となっている。そこで、生

涯環境教育の基礎として特に重要である学校教育におけ

る環境教育の推進が緊要の課題となり、1991年、文部省

は『環境教育指導資料』1）を刊行した。そこには、家庭

科教育における環境教育の積極的な推進と、その重要性

が明示されている。

　また、平成6年度よりスタートした高等学校家庭科の

男女必修を契機とし、男女が共に学ぷにふさわしい家庭

科教育カリキュラムの総合的見直しがすすめられている

が、環境教育の導入は新しい家庭科教育構築の重要な柱

の一つとなっている。

　筆者らは、これまで、真に豊かな人間性の育成に関わ

ることのできる家庭科教育の実践を目指し、家庭科教育

における環境教育の理論的検討、および、宍道湖⑤中海

水域を中心とした地域の水環境の教材花とその授業研究

をすすめてきた2）。本稿では、高等学校家庭科において、

地域の水環境を題材とした教材開発⑧授業実践を行い、

いくっかの成果を得たのでここに報告する。

I［。高等学校家庭科における環境教育

1皿一1　家庭科教育と環境教育

　家庭科教育を支える専門科学としての家政学は、本来、

人間と環境との調和ある関係を追究する学問として誕生

した。これからの家庭科教育には、グローバルな視野、

長期的な視野で人間生活のあり方を問い直すことのでき

る人間の育成、換言すれば、環境調和的存在としての人

間の育成を志向することで、児童③生徒の人間形成に関

わっていくことが求められている3）。

　また、家庭科教育は、真に平等で民主的な家庭（社会）

の創造と、生活の質的向上に寄与するものでなけれはな

らない。経済社会が成熟期を迎えた今日、生活の質的向

上の意味するところは、一人ひとりが家族や社会との関

わりにおいていかに人間らしく、主体的に生きられるか

ということであろう。家庭科教育では、児童⑤生徒の日

常生活のあり方が、変化する社会問題との関連で問われ

ており、学習者のよりよく生きようとする努力の過程が

児童⑧生徒の豊かな人間性の育成に関わるのである。

　他方、今日、最大の社会問題の一っである環境問題は、

今や児童⑧生徒の日常生活に密着した問題であり、家庭

生活における身近な環境問題解決への努力⑤社会参加は、

児童⑧生徒の総合的人間形成に欠かせない。

　また、複雑な問題群として把握される環境問題は、総

合的、多角的視野で考え、解決を目指すべき問題であり、

同時に環境問題の解決には一人ひとりの行動による参加

が不可欠である。環境に関する学習は、学習対象として

の生活の総合的把握が求められる点、および、学習した

知識や技術を日常生活において実践してはじめて学習の

統合がなされるという点において、家庭科の教科の特質

一と一致する。

　以上を踏まえて、家庭科教育における環境教育の具体

的授業展開について考えてみると、学習によってえられ

た知識と行動の有機的統合が大きな課題となる。

　「ヘオクラート憲章（国際環境教育会議，1975年）」

＊　島根大学教育学部家政科教育研究室
＊＊島取県立米子西局等学校
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では、環境教育の目標として、①関心（Awareness）、

②知識（Know1edge）、③態度（Attitude）、④技能

（Sk111s）、⑤評価能力（Eva1uat1on　ab111ty）、⑥参加

（Participation）が示されている4）。　これら6っの目

標は、環境教育カリキュラムを展開する際の基本的骨組

みとなるものである。

　また、今谷順重は、小学校社会科において「新しい問

題解決学習」を展開し、そこで、ベオグラード憲章を反

映した学習のプロセス「①問題場面の発見、②心情への

共感、③原因の探究、④願い1価値の究明、⑤合理的意

思決定、⑥社会的参加」を提唱している5）。その理念は、

やはり、学習者が社会的参加まで到達することにより学

習の社会化⑧生活化を目指すもので、地域社会を基盤に

身近な環境との関わり下人間生活のあり方を問う、環境

教育としての家庭科教育の展開にも多くの示唆を与えて

いる。

　人間の行為は、その人のもっ倫理観や価値観に基づい

ている。現在のライフスタイ・ルの再考と、実際の日常生

活行動の改善を目指す家庭科教育における環境教育は、

児童国生徒の主体的探究活動と、その過程（価値の葛藤⑧

明確化を含む思思決定から実践への過程）で育成される

環境倫理の統合を通して学ばれるといえよう。

　そこで、家庭科教育における環境教育において身につ

けさせたい力として、特に以下の3点を重視したいと考

える。

①日常生活における問題を長期的視野、クローハルな視

　野で発見する力を育てること。

　（多角的偲総合的なものの見方函考え方、他者に対

　る感受性丙共感、日常生活における価値の明確化）

②問題の原因、問題と自己の生活との関連性、問題に対

　する責任等を認識㊥理解する力を育てること。

　（問題と自分の生活との関連性に焦点を当てた知識、

　分析⑧評価能力等）

③問題解決に向け、日常生活を改善しようとする態度働

　実践力を育てること。

　（技術、合理的思思決定、市民参加）

皿一2　高等学校家庭科における環境教育

　家庭科教育における環境教育にっいて、若干の考えを

述べてきたが、特に、高等学校家庭科における環境教育

実践においてはどのような配慮が求められるのであろう

か。前出の『環境教育指導資料』1）によると、環境教育

をおこなう際の各発達段階における配慮に関して、次の

ように記述されている。

り』、学校低学年～中学年（環境教育の基礎作り）

　自然に触れ、自然の事物⑱現象から感受する活動の機

会を多くもたせたい。自然を体験させ、守るべき自然が

どのようなものであるかを知らせるのも、この時期が適

当である。

・小学校高学年～中学校

　環境に関わる事象に直面させ、具体的に認識させると

ともに、因果関係や相互関係の把握力、問題解決能力が

育成できるように指導するのが望ましい。

⑧高等学校：

　環境問題を総合的に思考⑧判断し、賢明な選択⑧意思

決定が行えるような学習活動を課すのが適当である。ま

た、環境保全や環境の改善に主体的に働きかける能力や

態度の育成も期待できる。

　また、同書は、高等学校家庭科における環境教育は、

特に消費者教育との関連で行うことが重要であると明記

している。すなわち、そこでは実際の日常生活レベルに

おいて、環境に対して責任ある消費生活を営める人間の

育成が目指されているのである。

　そこで、現行の高等学校家庭科学習指導要領に沿って、

環境教育関連テーマを列挙したものを洩表1「高等学校

家庭科における環境教育関連テーマ」に示す。これらの

テーマは、各領域における従来の学習内容と関連させて

指導するのみでなく、各領域をこえて、「私たちの生活

とごみ」や「水」などの総合領域を設定して授業計画を

立てる際にも参考になると思われる。

皿．局等学校家庭科における環境教育の授業実践

　本授業実践においては、学習者の身近な環境問題であ

る宍遣湖⑧中海水域と、生活との関わりを考えるテーマ

を設定した。そして、学習者がα心の感動（願い⑧価値

の共有、喜び等）”を基盤に主体的な社会参加に到達で

きるよう、以下の3っの最終的目標をかかげ、環境教育

の授業展開を検討した。

　1）生活と環境の問題が抱える様々な矛盾に気っかせ、

過度なまでの利便性⑧快適さ⑧物的豊かさを追求してき

た人間生活のあり方に疑問をもたせる。

　2）地球と人間の生命⑧健康など、環境との調和を目

指した新しい価値の創造を助ける。

　3）その新しい価値観に支えられた（環境倫理に基づ

く）意思決定、生活行動、社会参加ができるようになる。

　特に本授業実践では、地域社会の環境として身近な

「水」の問題から生徒の日常生活にアプローチし、「家

庭　般」の衣生活領域学習と関連させた授業展開を試み

た。
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表1　高等学校家庭科における環境教育関連テーマ
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領
高等学校家庭科学習指導要領 環境教育関連テーマ

関連する

域 教育価値

【家庭一般㊥生活技術⑧生活一般】 ⑧真の豊かさとは，幸福とは 福祉

（1）家族と家庭生活 ⑧環境問題の根本原因 生活の質

イ　家族の生活と家庭経営 ⑧生活の質と環境
家

幸福

族
工　高齢者の生活と福祉 国環境の質と家族の健康 平等

④

（2）家庭経済と消費 ⑧環境に対する消費者の責任 真の豊かさ

家 ア　家庭の経済生活 ⑧汚染者負担原則（P　P　P） 健康

庭 イ　消費生活と ③消費生活のグローバル化（自らの消費が開発途上 環境
生 消費者としての自覚 国に及ばす影響等）
活

生態学的

ウ　生活情報の活用 ⑧廃棄物と環境 調和
⑱現代の消費生活と環境負荷（環境家計簿，製晶の 責任

ライフサイクルアナラシス等） 省消費

⑱エコライフの実践 エコライフ
家

庭
⑧消費生活ネットワーク（消費生活情報の活用，消

経
費者運動，消費生活情報センターの活用等） 等

営 薗リサイクルとその問題点

⑧経済社会の仕組みと消費生活

⑧資源／エネルギー循環型社会

健ものを大切にする精神

【家庭一般〕 箇現代の衣生活と環境 健康

（3）衣生活の設計と被服製作 働衣生活文化と環境 環境

衣 イ　被服材料と被服管理 ⑥洗濯と環境（排水，洗剤，水資源への影響等） 省消費

ウ　被服製作 ⑧省資源のための衣生活管理（死蔵衣服，洗濯，被 責任

【生活技術】 服原材料等） エコライフ

生
（4）衣食住の生活管理と技術 ⑧衣料障害，衣料公害 生活文化

．ア衣生活 儘エコライフの実践（衣生活）

虹生活一般） 1被服材料の選択と環境 等

（4）家族の健康管理 曾被服の管理と環境負荷（クリーニング等）
活 ア　衣生活 蝪石油製晶が生態系に及ぼす影響

（5）衣生活と被服製作 ⑧エコライフのための製作実習（メッセージキルト，

イ　被服製作 衣服のリサイクル等）

K家庭一般】 ⑯現代の食生活と環境 健康

食
（4）食生活の設計と調理 愚食文化と環境 環境

イ　食晶の特質と選択 国地域の食文化，地域の食環境 省消費

生
ウ　献立と調理 ⑧農業と食生活 責任

⑧世界の食糧問題 安全

活
虹生活技術】 1食晶の安全性と環境 平等

（4）衣食住の生活管理と技術 ⑱食晶容器，包装材と環境負荷 エコライフ

イ　食生活 ⑤食晶の流通と環境 生活文化

等
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K生活一般コ ⑧農薬問題と環境

（4）家族の健康管理 ⑧飲料水の安全性
食 イ　食生活 ⑱台所排水

（6）食生活と調理 ・食晶輸入と環境破壊

生
ア　食事の計画 1台所洗剤
イ　調理 ⑧食晶の安全性の社会的基準

・健康と食

活 ⑧エコライフの実践（食生活）

・調理実習エコクッキング

・食晶の選択と環境

【家庭一般】 ⑧住生活と環境（宅地開発による環境破壊等） 健康

（5）住生活の設計と住居の管理 ⑧住生活と地域の環境 環境

住
ア　住居の機能と住生活の設計 ⑧人間と住居 省消費

イ　居住性と住居の管理 働環境と住生活文化 責任

K生活技術】 ・都市生活型公害と住環境 安全

（4）衣食住の生活管理と技術 ・地域のごみ処理と環境 エコライフ

生
ウ　住生活 1衛生的な住環境 生活文化

【生活一般】 ⑧省資源，省エネルギーと住生活

（4）家族の健康管理 箇地域の上下水道と環境 等

ウ　住生活 ⑧室内空気の汚染

活
（7）住生活と住居の計画 ⑧住宅用資材と環境

ア　家族周期と住生活 ⑧エコライフの実践（住生活）

イ　住居の設計 1高齢者と住環境

・住環境と健康

K家庭一般ユ ⑧保育と環境 生命

（6）乳幼児の保育と親の役割 国家庭環境の質 健康

保 イ　母性の健康と生命の誕生 ⑧胎児の最初の環境，母体 環境

ウ　乳幼児の保育 ⑧子供と社会環境 省消費

工　子供の人間形成と親の役割 ⑧乳幼児の成長と家庭及び社会 エコライフ
育 駈生活技術㊥生活一般〕 歯親になるということ 教育

（2）子供の成長と親の役割 ⑧使い捨て／ごみ問題（紙おむっ，おもちゃ，衣類， 責任

生
イ　乳幼児の成長と生活 加工済み離乳食等）

ウ　親の役割と家庭教育 国乳幼児の衣食住環境 等

【生活一般】 ⑧家庭教育におけるいのちに対する感受性の育成

活 （8）乳幼児の保育 ⑧エコライフの実践（保育生活）

ア　母性の健康と生命の誕生 ⑧誕生と死をめぐる生命倫理問題（代理母，人工受

ウ　乳幼児の生活と遊び 精，羊水穿刺，臓器移植等）

情
駈生活技術⑧生活一般】 1生活環境としての情報 責任

（5），（9）家庭生活と情報 画情報公開の必要性と問題点 エコライフ

報
⑧消費生活情報の活用 健康

⑧情報に対する批判的精神 環境等

H
【家庭一般・生活技術⑧生活一般】 各家庭の身近な環境問題を地域社会，地球社会の視 関連するあ

⑧ （7），（1O）ホームプロジェクトの実践 野から見っめ，消費生活の環境負荷ができるだけ小 らゆる倒直

P と学校家庭クラブ活動 さくなるよう生活の改善に努める等。 実践性等
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皿一1．授業展開

1．題材について

　（1）題材：「私たちの生活と水の関わり」

　（2）題材の位置づけ

　「家庭一般」衣生活領域のまとめの学習、　“より豊か

な衣生活にむけて”において、総合的な視野に立ち、こ

れからの衣生活のあり方を考える題材として位置づけた。

　（3）題材設定の理由

　地球上に生命が誕生して以来、水は生命の源である。

そして文明を築き上げた人類の生活の根底を支えてきた。

　今日、私たちが毎日飲んでいる水（水道水）から、微

量ながら200種をこえる化学物質が検出されている。命

の源のわずかな汚染、今、それをくい止めなければ、取

り返しのつかない事態を迎えるだろう。今こそ私たちは

水が発する警告に耳をかたむけ、水を大切にし、より良

く使う知恵と態度を身にっけるよう努力していきたいも

のである。特に、21世紀を担っていく生徒たちには、こ

の学習を通してさらに自主的に環境問題に取り組んでい

く態度を養ってほしいと願っている。

　（4）目　標

　　①　生活水域の水質汚染の現状と問題点を知る。

　　②生活水域の水質汚染の原因を探究、理解する。

　　③　水資源保護のための具体的対策⑧行動を考え、

　　　実践する。

2．指導計画（全4時間）

「より豊カ、な衣生活に向けて

　　　　～私たちの生活と水の関わり～」

第1次：水資源の水質汚染…（1時間）

　〔Awareness〕

　［問題場面の発見、心情への共感コ

第2次：地域水域の汚染　…（1時間）

　〔Knowledge，Sk1l1s，Att1tude，Eva1uat1on　ab111ty〕

　［原因の探究、願い㊥価値の究明コ

第3次：水資源保護への行動…（2時間）

　〔Participation〕

　［合理的意思決定、社会的参加コ

　なお〔〕および［］内の記述は、指導計画の構

造を、ベオクラート憲章にみる環境教育の目標、およ

び、今谷順重の新しい問題解決学習プロセスに沿って表

したものである。
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［第1次］

私たちの生活と水の関わり～水資源の水質汚染～

　　　　授業日時　平成4年11月4日（水）第3限

　（1）本時の目標

　　①水の性質④働きを理解させる。

　　②水は生物の生命維持に欠かせない大切なもので

　　　あることに気づかせる。

　　③水資源の汚染問題を考え、地域の水資源の実態

　　　に興味⑤関心を持たせる。

　（2）展　開

　表2【第1次の展開】に示す。

　事前に、『水ってなんだろう』という題で自由記述の

作文を書かせた。それを生徒がK　J法でまとめたものを

授業資料（資料①水ってなんだろう、資料②水資源の汚

染問題についての意見）とした。

　また課題として、前日（文化の日で休日）の家族や自

分の一日の生活をよく観察して、「水をどのような場面

でどのように使ったかの調査」および「わが家の排水の

ゆくえ調べ」を行っている。

［第2次］

私たちの生活と水の関わり～地域水域の汚染～

　　　　授業日時　平成4年11月9日（月）第5限

　（1）本時の目標

　　①生活水域の水質汚染の現状と問題点を考えさせ

　　　る。

　　②　私たちの地域水域の水質実態を知らせ、水資源

　　　を保護する意識⑤意欲をもたせる。

　　③水資源を保護するための身近な消費者運動の存

　　　在を知らせ、私たちにできる具体的方法・行動を

　　　考えさせる。

　（2）展　開

　表2駈第2次の展開】に示す。

　事前に学校祭においてクラス全員で環境問題に取り組

んだが、その取り組みの一つである水質調査班の展示

「地域水域（中海歯その周辺の河川）の水質調査」を授

業資料③として活用した（測定地点の写真、観察⑤印象、

パックテストによるpH⑧COD等の測定値を地域の水
質地図として表現したもの）。

　また、関心の高い生徒が自主学習として、学校の上下

水、地域の名水「天の真名井」にっいても調べていた

（プリントにして配布）。

3．学習指導案

　　授業対象　鳥取県立米子西局等学校1年10組

　　指導者　　教諭　後藤真理
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表2　授業の展開

　　騰1次の麗翻

筆習内馨

本時の圓鰯磯翻

昧」の麗駿

水蟹瀬の汚染閥

題

次時の予告

筆蟹溝動

本酵の圓鶴を知る

氷の憧質とはたら奮を考

える

私たちの生溝と琳の闘わ

りを考える

（氷についてのアンケ由
ト翻三藪簸薔甥堅を銅ユる）

水蟹鰯の矯染閥題につい

て考える（上氷1下水）

次国の筆習壷釦る

掲簿上の留麗点

・これ藍での畷蝿筆習（撃園祭｝．R．活動

簿）と闘逮づげな捌らすすめる畷

⑧昨圓一圓の生溝をふりかえり奇1氷をどのよう

な蝿圃で竜どのように健ったかを繁嚢させ乱

（琳の塾嬢な健質・はたら奮に窺づかぜ剖

・あらかじめ巽旛しておいた氷についてのアン

ケート観奮鶴黒壷沢J濫で蜜とめたものを罷轟

きせ乱
衝今竜琳がなくなってし誰ったら竜私たちの生

繕はどのように嚢化するか考えさせる爾

（氷は生鞠の生命誰欝に爽かせない夫靭な：もの

であることに窺づかせる）

1球蟹鰯の汚築1閥題について生鮭秘塞とめた費

縛壷鍵尿し竜憲見⑧感鰻を鍵嚢きせる感

（上琳1下琳ともに多くの矯染閥題をかかえて
いることに観づかせる）

国私たちの身逓にある球蟹簸の翼態に輿瞭1闘

心を持たせ乱

費料

擾醤

蟹輯（可）

費料（2）

專箆

匿窮置次の騒闘遡
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K第3駅の騒翻

学蟹内審

繭時の筆圏肉馨

確麗

本時の圓鶴聰鰯

フレン済シップ

李ルトの製稚

筆習溝動

撃蟹の藤とめ

節酵の撃習内容を鶴麗す

る

覇窺を録騒する溝動のひ

とつであるネットワ藺タ

づくりを飽る

本酵の圏蟹壷飽る

製作の團駒1方鮭を鋼る

グループ（簸）を構威す

る

フレン梓シップ1李ルト
の寵威笹確麗する

畷壌爆醸についてダル回

プで騒し舎った鰹竜感鰯

文を奮く

櫨簿上の麗憲鳶

1琳費鰯を裸騒するため竜瓢たちにで奮る異偉

駒方鮭1行動を罷嚢きせる録

⑧フレン梓シップ1キルト壷製稚すること壷宙

げ乱
・製椎の團駒1方鮭壷告げ篭鰭

（ダループ撃習；叩醒5紬6名）

く製搾工穣＞

嚢蒲の製館　　　（メツセ咄ジ布の露窃）

　　　↓

轟布とキルト鰯竜襲窃の麓い合わせ

　　　↓　　　　　（キノレト鰯轟倒覇菱二緬の醒蹄冨）

メツセ固ジの搾威

　　　↓

鰯碕の才リジナル⑧キルトの髭醜

　　　↓　　　　（グループ縫い合わせ）

フレン拝シツプ⑧キルトの鶏威

1フレン梓シップ1キルト壷縄添する鯨

（きらに大謹くする憲歓笹鋳たせる）

⑧畷蝿繰醸についてグループで騒し舎わせる畷

1騒懇文壷醤かせる勲

蟹料

プリント

擾醤

メツセー

ジ窃

キルト鰯

璽布

プリント

（鰯鰯）

プリント

［第3次コ

私たちの生活と水の関わり～水資源保護への行動～

　　　授業日時　平成4年11月11日（水）第3，4限

　（1）本時の目標

　　①水資源を保護するために、私たちにできる具体

　　　的方法⑧行動を考えさせる。

　　②環境を保護する活動の一つに、ネットワーク

　　　（仲間）づくりがあることに気付かせる。

　　③水資源保護のためのネットワークづくりを目的

　　　とし、　“フレンドシップ・キルト”を製作させる

　　　ことを通して、さらに、環境保護への自主的学習

　　　意欲をもたせる。

　（2）展　開

　表2【第3次の展開】に示す。

　フレンドシップ㊥キルト6）の製作方法および個々のオ

リジナル⑧キルトの構想を立てるためのプリントを配布

した。それぞれのオリジナル⑧キルトはグループ縫合を

へて、クラス全員のキルトを縫い合わせたフレンドシッ

プ⑱キルトとして完成した（写真1，写真2参照）。

　授業後、学習の確認として、『私たちの生活と水の関

わり（環境保護について、今感じていることを書いてみ

よう）』および『パッチワーク⑤キルトづくりの活動を

通して考えたとと』を記録させた。
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皿一2．授業を通しての学習者の変化

1．自由記述記録にみる生徒の思考⑧態度

　この授業において、生徒は、学習前に『水ってなんだ

ろう』、学習後に『私たちの生活と水の関わり（環境保

護について、今感じていることを書いてみよう）』『パッ

チワーク⑧キルトづくりの活動を通して考えたこと』と

いう3っの自由記述課題に取り組んでいる。

　これらの自由記述記録に生徒の思考が読み取れると仮

定し、以下の①～⑤の5っの観点に対する生徒の思考到

達度の分析を試みた。分析方法としては、それぞれの生

徒の記述から、①水の大切さに関する記述、②水環境汚

染の現状に関する記述、③水環境汚染の原因に関する記

述、④美しく健全な水環境への願い⑧価値に関する記述

⑤人間生活のあり方・具体的実践や参加に関する記述を

取り出す方法を用いた。その際、思考の深さ⑧多様性を

知る手がかりとして、各観点に関する記述の視点の数を

考慮にいれた。

　分析結果を表3「自由記述にみる学習者の思考到達度

とその内容例」に示す。表には、①から⑤の各観点につ

いて、1つの視点から記述されている場合は「1っ」の

欄に、複数の視点から記述されている場合は「2っ以上」

の欄まで横実線が引かれている。

　1っの視点からの記述でみると、「①水の大切さに関

する記述」は97．0％、「②水環境汚染の現状に関する記

述」は60．6％、「③水環境汚染の原因に関する記述」は5

7．6％、「④美しく健全な水環境への願い色価値に関する

記述」は81．8％、「⑤人間生活のあり方固具体的実践や

参加に関する記述」は90．9％の生徒が記述している。ま

た、①水の大切さ、④願い⑧価値、⑤実践④参加に関し

ては、それぞれ約82％、約61％、約64％の生徒

が複数の視点から記述しており、これらの観点に関し

ては特に学習者の思考が深められたのではないかと考

えられる。なお、授業で具体的に取り組んだ②汚染

の現状、③汚染の原因は、④⑤への思考発展の基礎

となったためか、6割前後の生徒しか記述していな
い。

　記述の概略を簡単に述べると、①：具体的に自分の一

日の生活を振り返ることにより、人間生活にとっての水

の大切さに気づいている。同時に多くの生徒は生命にとっ

ての水の大切さについても記述している。②③：水環境

の汚染問題から出発し、地球のあらゆる環境問題にまで

思考が発展している。④：美しく、健やかな地球であっ

てほしいという願いに通じている記述が多い。⑤：環境

の最大の汚染源を人間と見なし、現在の一見豊かで便

利な生活を問い直す必要性を述べている◎また④と⑤

の記述は、生徒の中で相互に強く関連づけられてい
る。

　なお、「その他の自由記述例」を資料として示す。そ

こからは、自らの願いをたくしたキルトが一っ一っっな

がり大きな一枚のメッセージ布になる姿をみて感動し、

小さな事でもみんなで力をあわせて環境保護活動につな

げてゆこうという勇気と希望を得ている生徒のようすが

読み取れる。

2．学習後の水環境に関する意識

　また、授業実践後に行った「学習後の意識調査」（以

下、事後調査という）の結果を図1に示す、各質問項目

について、5段階尺度〔まったくそう思わない（1点）、

そう思わない（2点）、どちらともいえない（3点）、そ

う思う（4点）、とてもそう思う（5点）〕により意識・

態度を測定した。

　Q4の意思決定国参加の質問項目の得点が他に比べや

や低いものの、全体として高い得点を示しており、その

傾向は、Q1．水の大切さ、Q3．願い⑧態度に関する

質問項目において顕著である。

　また、この授業で獲得した水環境保全に対する強い願

いと態度を基盤に、生徒の興味にそった具体的意思決定

やさまざまな社会参加の方法に関する学習を深めること

により、さらなる学習の発展が期待される。
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表3　自由記述にみる学習者の思考到達度とその内容例

　
　
視
思
生
　
点
考
徒
　
数
内
番
　
　
容
号
　
　
　
と

①水の大切さ
②水環境汚染の　現状 ③水環境汚染の　原因 ④美しく健全な　水環境への願　い由価値 ⑤人間生活の在　り方、具体的　実践。参加

　　一1つ　：2つ以上　　1 　　11つ　：2つ以上　　1 　　11つ　：2つ以上　　1 　　11つ　：2つ以上　　1 　　・1っ　：2つ以上　　1

…
1
1
I
l

… 1
1
一
一

：

1 ■ 1

； 1
： ： ：

： ：
1 1 ：

■ ・

＝
1
1
1
I

1
・
・
・ ：

　
1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3

一
1
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1
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．
I
l
l
l
一

■
・
・
・

＝
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．
・
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・ 1 ＝

8

I
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I
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1
1
・
．

＝ ：
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1
1
1

I
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I

： ：

： ＝1
1
．
1

．
・
・
■
I
，
1

1
1
・・ ■

… ； ： ：

1 1
1
■
．

：
1
，
1． ：

人数計　（％）
32　：　27　　　1（97．0）1（81．8）　　　一 20　：　11　　　・（60．6）1（33．3）　　　・

　　　127　＝　20　　　1（81．8）1（60．6）　　　1 　　　・30　：　21　　　・（90．9）1（63．6）　　　・

【記述内容例コ

①。人間の生活に欠くことのできない大切なもの。同時に生物の生命にとってもなくてはならない大切なものだ。地球のかけがえ
　　のない財産。

③・水の一番の汚染源はわたしたち人間だ。水に対して何も考えていない人闇が多すぎると思う。

　。地球環境の間題は私たち人間の勝手が生み出したものです。

⑤。自分を守るためにも地球を守るためにも自然を犬切にし、4｛よりよい’㌧岬はなく、より自然な生活を目指してこれから生活
　　して行きたい。

　。私たちが学習したことを、知らない人たちに進んで教えて、一繕になって環境保護に取り組んで行けたらいいな。

　・大切な水を守るため、私たち一人一人が考え行動して行かなければならない。ひとまかせは絶対にだめだ。みんなで助け合い

　　努力して、おいしい水を安心して飲めるような世界をつくっていきたい。

　。廃油を固めて捨てる一とても環境を保護しているようだが固めるために何か薬品を使ってはいないだろうか。その薬品は本当
　　に安全なものなのだろうか。企業がもっとこういう内容を広く説明することが大切だと思う。今地球が危機に直面しているこ
　　とを思うと私たちがこういう事に関心を持たなければいけない。

　・環境保護は一人が頑張っても何もできない。多くの人が立ち上がってこそできるものなので、もっとたくさんの人たちに私た
　　ちが調ぺたり学習したことを知って欲しいと思います。

　。私たち日本人は設備に恵まれていて水道の蛇口をひねれぱ水がどんどん出て来るけど、まだまだ世界ではそういう事が考えら

　　れない国もたくさんあります。私は世界中のだれもが幸福であって欲しいので、そんな恵まれない国を助けたいです。
　。なによりもまずは水を汚さないことだ。
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資料　その他の自由記述例

【r私たちの生活と水の関わり」の記録より】

・この学習をして思ったことは私達の伸間が水に対してとても興味を持っていて、進んで学習して発表するなど、

予想以上の頑張りにすごく感動しました。どんどんこの活動を続けたいと思いました。たかが水されど水です

ね。

1小さい頃、お母さんが古い油を流しているのを見ても何も恩わなかったが、今もし流したらすごくおこってし

まうと思う。私のお母さんはあまり洗うものがないのに洗剤をカップー杯入れていて、前はたくさん入れれば

きれいになると思っていた。けど今は多く入れるほど川などが汚濁していくとしったから、やはり洗剤の量も

ちゃんとしなければと思う。

1自分でできることを少しづつでも頑張ってみたい。これから地球が住み良くなるのも、汚れてしまうのも私た

ちの手にかかっていることを実感した学習でした、

1環境問題について勉強してきて為毎日環境汚染、環境汚染と言いながら何もしていない私（自分達）が洩少し

ずつではあるが行動に移そうと頑張りかけている、先日は排水口に付けるストッキングのことを母に語したら、

　rやってみよう」と言ってたし、ほかにもいろんな環境汚染についての謡をしてくれた。口だけじゃなく実行

　していきたい。

【rパッチワーク④キルトづくりの活動を通して考えたこと」の記録より〕

1短時間だったのですごく大変だったけど、自分のができた時はすごくうれしかった。それ以上にうれしかった

のは、みんなのがくっついていく時だった。大きな一枚のキルトになったとき、みんなの心も一つになるんだ

と思う。この活動をぜひ広めて学校中、日本中、いや世界中の人の心カ←つになればいいなと思った、

1とてもよい活動ができたと思った、一つ一つがつながって行くにつれてみんなの思いカ強くなっていくような

気がします。

1フレンドシップキルトが1年10組から始まり、それがどんどん広がっていってたくさんの人に環境間題に関

心を持ってもらいたい。

・作文用紙に何十枚書くよりもずっとずっと簡単で素直に自分の意見を他の人へ伝えられると思った。これを見

た人の心に何かが残ればいいな。

1こんな小さな事でも穣み重ねていったら、世界中の人々が本気で地球の事を考えるようになるんじゃないかな

と思いました。

1いらなくなった布がみんなの手でっくったパッチワークキルトにかわると、なんとなく感動した。

1私たちの願いを希望だけじゃなくて実現してゆきたい。

1クラスだけでなく本当に広くひろげて行きたい、みんな必至に取り組んでいたし、できたときの感動が忘れら

れない。このまま42枚だけでおわらせたくない。

1一人一人があんなに小さなものをつくるのは1日2日ぐらいでできたけど、その小さな布をどんどんつなげて

いくとすごく大きな一枚の布になった。もしも一人であれだけの物を作ろうと思ったらそうとうの時間カ泌腰

になると思います。それが2，3日でできてしまうのはみんなが協力しあってクラスがひとつになったからだ

と思います。今回の取り組みをしたことによってほんの短期間の内に大きな素晴らしいものを得たと恩います。

布だけでなく人間もいっしょだと思います。クラスが団緒して一人一人の小さなカを出し合えば、一つの大き

な力になるはずです。これからできればもっとたくさんの人にもフレンドシップキルトの中に参加して欲しい

と思います。そしてとんとんとんどん大きくなれば素晴らしいと思います。今回、クラス全員がみんな一生懸

命に取り組んだので感動でした。ほんとに、やって良かったと思います。
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図1　「学習後の意識調査」の平均得点
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Q2　地域の身近な水環境に関心がもて

　　るようになった。

　　〔関心〕

4．95

Q3　地域の水環境をできるだけ守って

　　いきたい。

　　〔願い・態度〕

4．34

Q4　自分自身の日常生活における行動
　　や、杜会に働きかける活動により、

　　身近な環境の改善に穣極的に取り組

　　んでいきたい。〔意思決定・参加〕

4．74

4．07

1V。生活と環境に関する高校生の意識と授業実践

　　の効果

1．調査目的

　この授業実践に先立ち、生活と環境との関わりに対す

る高校生の意識の実態を把握することを目的に、「私た

ちの生活と環境に関する調査」を実施した。

　また、授業実践の効果を確認する一助として、授業実

践を終えた米子西高等学校生徒にも同じ調査を実施し、

授業実践を行っていない高校生の意識と比較、検討を行っ

た。

2．調査対象国調査方法

　調査対象は、島根県立Y高校生284名、および授業実

践後の米子西局等学校の生徒38名（以降、授業実践群と

称する）。

　調査方法は、記入依頼調査で、用紙の配布および回収

は家庭科教諭によって行われた。なお、Q1からQ7ま

では、5段階尺度〔まったくそう思わない、そう思わな

い、どちらともいえない、そう思う、とてもそう思う〕

によって、生徒の意識⑧態度を測定した。Q8は、日常

生活における環境保護のための具体的取り組みの有無を

たずねる質問であったが、「はい（取り組んでいる）」と

回答した生徒には、その取り組みの具体的内容の記述を

求めた。

3　調査結果

　まず、5段階尺度による意識⑧態度の測定結果を得点

化（質問に対して最も否定的＝1点～最も肯定的＝5点）

し、結果の検討を行った。

　図2は、Y高校生と授業実践群の平均得点を示したも

のである。いずれの質問においても授業実践群の方が生

活と環境との関わりについて高い意識・態度を示した。

自らの生活と環境との関連性の認識（Q2，P＜O．01）、

人間生活の便利さ⑧快適さの追求が環境に影響を与えて

いることの自覚（Q3，P＜0．05）、環境問題に対する

学習意欲（Q7，P＜O．05）においては、両者の間に有

意差がみられた。

　次に、生活と環境に関する意識を性差の観点から検討

した。その結果を図3に示す。いずれの質問においても

女子生徒が男子生徒より高い意識⑧態度を示した。t検

定の結果、Q2，Q4，Q6，Q7において男女間に有
意差がみられ、特に、より快適で便利な生活を追求する

ことに関して（Q4）と、身近な環境を守る行動に対す

る積極性（Q6）に関する質問項目で、男女の得点差が

大となった。
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図2　「私たちの生活と環境に関する調査」の結果（1）

　　　　　　　～高校生の意識と授業実践群との比較～
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図3　「私たちの生活と環境に関する調査」の結果（2） ～意識の性差～
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一一⑬一一　x離越ヨ三堅均彊点
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　　に関係していると思う。

Q3　人間の便利で快適な生活が、環境
　　や他の生物を犠牲にしている。

Q4　私たち人間は、このままより快適
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　表4一（1）は、日常生活における環境保護のための具体的取

り組みの有無をたずねたQ8の結果である。「はい（取り組

んでいる）」と回答した生徒は、Y高校で約29％、授業実践

群で約82％となり、日常生活レベルでの環境保護実践では

両者に大きな差がみられることが明らかになった。また、

Y高校の男子と女子を比較すると、女子の方が実践してい

る割合が有意に高いことが明らかになった。

　さらに、「はい」と回答した者の中で、取り組みの具体的

内容が「こみはこみ箱にすてる」といった基本的生活習慣

レベルにとどまっている者を除くと、日常生活において環

境保護に取り組んでいる割合はさらに低くなる（表4一（2））。

＊

P＜O．05

＊＊＊＊

p〈0．001

＊＊＊＊

P〈臥001

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　　　　　　3．45　　　　　　　　　　　　　　pくO．05

特にY高校男子では、実践率がわずか8％にも満たず、家

庭科教育における身近な環境を守るための具体的方法を含

めた総合的環境学習の必要性を痛感せざるを得ない。

　なお、授業実践群では、「買物の際に、ごみの多く出

る商晶の購入を控える」や「台所の排水口に古ストッキ

ングをつけて細かい食べ物かすを取り除くようにしてい

る」「洗剤をできるだけ使わない」等、実践している具

体的内容の記述が充実しているため、約82％の実践率は

変わらなかった。ここでの記述から、授業実践群の生徒

のほとんとは、日常生活でできる環境保護実践が普段の

行為として定着しているようすがうかがえた。
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表4一（1） Q8の結果

高等学校家庭科における環境教育の授業実践

Q8・日常生活の中で、環境を守るために気を付けて行動していること、活動

　　　していることはありますか。

は い
1
‘
1

：
いいえ x2検定緒果
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l
1
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1
1
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一
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表4一（2） Q8の結果

（基本的生活習慣レベルの実践を除く）
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写真1　グループ縫合 写真2　フレンドシップキルトの完成

W．結ぴにかえて

　この学習を終えての生徒の感想に代表されるように、

生徒たちはパッチワーク・キルトの製作で大きな感動を

得ているようである。クラスではっながったけれどもま

だまだ大きくしたい。世界の人々と思いを共有し、っな

がりをもちたい、という果てしなく広がる願いをもって

いる。このパッチワーク・キルト教材は、今後、さらに

環境保護への願いや活動の輪が広げられ、深められる可

能性を持っ教材であるといえよう。

　また、自分のキルトが全体の一翼を担っていることの

自覚や、自分と仲間みんなの願いが共有され一っの形に

なっている姿を確認することによって、そこに自分（一

人ひとり）が果たすべき「責任」が生ずる。この環境倫

理に支えられた責任の自覚こそが、環境調和的生活実践

の基盤となるものである。

　他方、この授業実践の一番の特徴は、生徒が意欲的・

主体的に学習に取り組んだことである。これは、教師と

生徒の信頼関係なしには考えられず、授業担当者の普段

の学級経営。指導によるところが大きい。また、この学

級は、学校祭やホームルーム活動、学校家庭クラブにお

ける実践などで、生徒の興味・関心に応じた環境問題学

習に取り組んでいる。環境問題についての学習は、時間

がない等の理由から、断片的知識の詰め込みに終わった

り、話題提起にととまりがちであるが、改めて、環境学

習を多様な機会に継続して行うことの重要性が明らかに

されたように思う。

　今後さらに授業実践研究を積み重ね、人間と環境との

共生に向け、責任ある消費生活の実践ができる人問の育

成を目指した家庭科カリキュラム、教材、指導法を検討・

開発することが課題である。

　最後に、調査にご協力いただきました先生方、生徒の

皆さんに心より感謝申し上げます。
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